
金属部会ＣＰＤ技術セミナー14
技術者倫理 Well-Being・組織論・企業理念/行動規範/行動指針

技術セミナー開催のご案内

14技術者倫理2 2025年2月9日（日）

15 ショットピーニング の無限の可能性を探る ３月16日 

前回好評だった技術者倫理セミナの2回目を行います。今回は技術
者倫理の実践を意識し、組織や企業など集団における技術者倫理への取組例を紹介します。

〓主催 日本技術士会金属部会

技術セミナー次回以降開催のご案内

第2講14:10- 金内良夫「組織論と技術者倫理」

第1講13:00- 木村礼夫「Well-Beingを目指した技術者倫理

座長：中山佳則 
セミナー会費：５００円

第3講15:20- 櫻井理孝
「企業理念、行動規範、行動指針と倫理的なビジネスの構築」
技術者の多くは企業の一員として働いている。企業は「企業理念」「行動規範」「倫理
綱領」を持っている。これらを持つ企業でも不祥事は生じており、不祥事や事故の歯止
めにはならない。とはいえ、作ることにも意味があるとも言われる。企業の中で共有す
るべき価値観を明文化し共有するだけで効果を持つ。作っても社員に周知されなければ
意味が無い。本講演では、倫理的なビジネス環境を構築するための事例やアイデアを紹
介する。

組織の不条理は従業員の合理的行動に影響を及ぼし、その原因は組織における制度や規
則、意思決定手続き、組織構造、従業員の雇用形態などがあると言われている。不条理
な組織ではモラルハザードのリスクが高まり、個人のみならず組織的な不正行為に発展
し、公益性を害することがある。本発表では種々のケースをもとに、組織の不条理と技
術者倫理の関係を考える。

技術の到達目標はWell-Beingであると考えます。その実現に向けて技術に携わる者は
技術者倫理に正しく取り組む必要があります。多くの技術者は、技術者倫理の本質につ
いて理解しているはずです。しかしながら、技術に関する不正は後を絶ちません。この
矛盾は、技術者倫理が理解だけでは不十分で、実践してこそその効果を発揮するためで
しょう。今回は技術者倫理の実践を目的に「よいこと」に着目した取組み方について事
例を交えながら概説します。


